


































































































































































































































































































































































































































_ 嘗の祭【謂（は）若（し） 、三の卯有（ら）は〔者〕 、中
ナカ
の卯を以（て）祭の日と為せ。更に、下の卯を


















































_ 嘗は世毎に、一年、國司、行へる（ 「行」字の「へ」 「と」のヲコト点存疑）





















三月（の） 〔之〕内とは〔者〕 、唯（た） 、月に據（りて）言ふ。
日を以（て）計へ（す） 〔不〕 。即（ち） 、九月自
より
始（め）十一月に終ふるを（いふ） 〔也〕 。修理とは〔者〕 、此（れ）









































凡毎年所司行事【謂所司者在京諸司豫祭事者是也】 （※前行 重なり、 「
　　
」を付す）
凡（そ）祭‐祀には所司、預（め） 、官 申せ【所司とは〔者〕神‐祇‐官を謂（ふ） 〔也〕
　
預メ、官に申（す）こと















































_ 祓には【祓とは〔者〕 、不〔上〕祥〔平〕を解〔平〕 ‐除〔上〕するを謂


















































































一（つは） 、義倉に准（へ）よとは〔者〕 （ 「者」字の「て」のヲコト点存































































































未（た）得（す） 〔未〕は〔者〕 、並に下の條に依れ〔也〕 】
































〔上〕モ、亦同し〔也〕 】及（ひ） 、小〔平〕道〔平〕 、 【厭〔平〕 ‐符〔平〕 （の） 〔之〕類を謂（ふ）
〔也〕 】巫
ム





フ（へから） 〔可〕 （す） 〔不〕 。是れ並に、事を終へ（す） 〔不〕と雖（ふ） 、而も、已に、始て行らへは
〔者〕 、皆還‐俗に處
ヲ
















































_ 遣り、 【三寶とは〔者〕 、佛法僧を謂（ふ） 〔也〕
　
餉（り）遣るとは







妄（り）に、相（ひ） 、属‐請せむは〔者〕 、亦、同し。官人とは〔者〕 、内外の百官の主典上を以て（す） 。若（くは） 、凡人に遺
お
（け）り、并（せ）て、自ら用らは〔者〕 、同〔去〕居〔上〕の卑〔平〕幼〔上〕の財（を）用（い）たる








































































































キ、 【寺の院に在（りて） 〔而〕妄に説くを謂（ふ） 〔也〕 】









（を） 〔於〕輕す（へからす） 〔不可〕 。其（れ） 、凡‐僧
の相
_ 敺らは〔者〕 、亦、下の条に依れ】 〔者〕 、皆、還俗（せ） 。國郡の官司、知（り）て禁止せ（さる） 〔不〕者、律に










れ） 〔不〕は〔者〕 、律に依（りて）合し与‐同‐罪す〔也〕 。律に依（りて）罪（を）科（す）とは〔者〕 、違令の罪（を）科するを（いふ） 。但（し） 、長‐宿を敺（ち）撃（ちて）以（て）徒以上に至らむ、而を知（り）て糺
タヽ
サ（さ






































































































































、唯し止、嘱請せらは〔者〕 、即（ち）是そ〔也〕 】 〔者〕 、五十日、苦使（せよ） 。再ヒ犯せ










ケたるか為の、故に、其（の） 、第三度、犯らは〔者〕 、更に始（め）て五十日、苦使（せよ） 。










































































〔入〕衣（を）着（た）らは〔者〕 【衣〔平〕冠、並に着〔入〕 （せ）るを謂（ふ） 〔也〕
　
縦（ひ） 、並に着せ（さり）








。但（し） 、臨時に、斟〔平〕 ‐酌〔入〕す（へ） 〔須〕し〔也〕 】一‐宿以上（を）經（た）らは、其（の）
所〔平〕由〔上〕の人、 【停（め）たる所の僧尼を謂（ふ） 、停
ト























_ 省（み） 、及（ひ） 、死‐病するを看
_ 問
ラ
ヒ、 【師主に（あらす） 〔非〕と雖（ふ） 、皆、看
_ 問（する）こと




・入〕 【齋〔平〕會〔平〕を謂（ふ） 〔也〕 】功徳、 【修善〔平〕
するを謂（ふ） 〔也〕 】聴‐學すること有（ら）は【學問するを謂（ふ） 〔也〕 】 〔者〕 、聴せと凡（そ）僧尼、禅〔去〕 ‐行〔平〕 、 【禅は静
シヤウ






















ふを謂（ふ） 〔也〕 。 ‐餌せ（す） 〔不〕と雖ふ、亦、
山‐居すること（を）聴す〔也〕 】三綱、連〔平〕署〔平〕せ。在京は〔者〕 、僧〔去〕網 上 、玄‐蕃に經れ（よ） 。在〔平〕 ‐外〔上〕は〔者〕 、三‐綱國郡に經（れ）よ。實を勘 へ 並に録シて官に申（し）判（り）て下せ。山〔平〕居〔平〕の録
ツ





































ト ・ モ （左傍）
（るを）法‐務を
言（ふ）は其れ （して 令 傾け施
ユル
フセ（さ）ら〔不〕 （しむ） 〔令〕 〔也〕 】舉せむ所の徒衆、皆、連‐署して官に

























（せ） （す） 〔不〕は〔者〕 、 【謂（は）過罰とは〔者〕 、十日苦使（せよ） 、上を以（て）
（なり） 〔也〕
　









即（ち） 、上 の 法に依（りて）簡ヒ
_ 換カ
ヘヨ
凡（そ）僧尼、苦使（を）犯（せ）ること有らは〔者〕 、功徳を修 去 ‐營
ヰヤウ
〔平〕し、 【經典を書‐寫し、佛像を荘‐






























ら（さら） 〔不〕 （し） 〔使〕む〔之也〕 】等に、使
ツカ
ヘ功〔去〕 ‐程〔平〕

























‐罰‐苦‐使せ。若（くは） 、十日に満（た） （す） 〔不〕と雖（ふ） 、猶（ほ）亦、縦せる所に准へ苦‐使す
（へ） 〔須〕し。其（の） 、縦（せ） （られ） 〔被〕たる僧は〔者〕倍
ヘ




（り）に請 る者に、罪を科す（へからす 〔不可〕 】其（の） 、事
コト
_ 故ユヘ












































































（を）立 て たり】環俗。律に依（りて）罪を科せ。其（の） 、所‐由の人は與‐同‐罪【所由の人とは〔者〕 、俗人公‐験を受 く 僧‐尼為
た





















_ 論するを（いふ） 〔也〕 】其（の） 、佐〔平〕 ‐官〔上〕 【僧綱（の） 〔之〕




〕 【衆‐僧（の） 〔之〕事を謂（ふ） 〔也〕 】若（く）は



































































































































〔不〕 〔也〕 】若（くは） 、餘
ア
の罪有らは、自（ら） 、律に依（りて）科〔平〕 ‐断〔平〕せ【謂（は）假（に）有（り） 、



















_ 檢（る）に、過〔平〕 ‐失〔入〕 、疑〔去〕 ‐罪
〔□〕 、正〔平〕 ‐犯〔平〕に同〔上〕せ（す） 〔不〕 。仍て贖〔入〕 （を）収
ト
ルこと（を）聴け。但（し） 、僧尼（は）
〔者〕 、私に財物無（し） 。理 贖す（へき） 〔可〕こと難し。事を量（るに）罪を議る。誠に、放〔去〕 ‐免〔上〕 （を）合し】如し百杖以下（を）犯（せ）らは、毎に杖十苦使十日せ（しめ） 〔令〕よ。若（くは） 、罪、還‐俗（に）至（ら） （さ）ら 不 む、及 ひ 、還‐俗ス應しと雖ふ、判
コトハ
リ
_ 訖ら（す） 〔未〕は並に散‐禁（せよ） 【謂（は）苦使
（を）犯し已に断し訖（り）て三綱に付
サ





（し） 、參對せしメ。其れ、還俗（に）應（せり） 、判〔平〕断〔平〕 、已に
_ 訖（れ）は〔者〕 、一（つに） 、






























【謂（は）還俗（の） 〔之〕人は終‐身に〔于〕至（り） 、罰（せ） （ら） 〔被〕ル（ヽ） （の） 〔之〕僧は
苦使（の） 〔之〕間、並に、告‐言すること得不
し
〔也〕 】若（くは）謀〔平〕 ‐大〔平〕 ‐逆、謀‐反、及（ひ） 、妖〔去〕
言〔上〕し衆を惑
マ
せらは〔者〕 【妖言を以（て）而（て）三人以上（を）惑せるを謂（ふ） 。即（ち） 、妖言せりと准ふ、





























断せ。師主、三綱、及 ひ 同 房 上 の人、情を知れらは〔者〕 、各、還俗せ【此は唯、私に、入‐道して貫〔平
朱
〕 （を）除カ（さる） 〔未〕に據ふて。若（くは）已に、貫〔平〕 （を）除けることを知（る）は〔者〕 、自（ら） 、格























］日、苦使（せ） 。其（の）俗人は〔者〕 、律に依（りて）論せ【謂（は）既に僧尼俗人を（して） 〔令〕門
を暦（て）教‐化せし（む） 〔令〕 （と）云（ふ） 。即（ち）僧尼（を）明（に）し造〔去〕意〔平〕為
タ
リ。其（れ） 、俗
人は〔者〕 、自（ら） 、從〔去〕 ‐滅一等（の） 〔之〕律に依（る）
　
杖九十（なる）こと（を）合し〔也〕 】
凡（そ）家人、奴婢等、若（くは） 、出〔入〕家〔上〕せること有す【謂（は）等と稱するは〔者〕 、官戸、奴婢、亦同し。其 れ 、内〔平〕教〔平〕に依（る）に、奴婢は〔者〕 、出家すること を 許（さ） （す） 〔不〕
　
而を此に、出
家と稱すること（は） 者 其 れ）入‐道するに縁 り 賤〔平〕を免し度 を 与
アタ
フる（は） 、故なり〔也〕 】
後に、還俗を犯し、及（ひ） 、自（ら） 、還俗せらは〔者〕 、並に追して舊〔去〕‐主〔平〕に歸セ。各、本［
　
］に依




］初の法〔入〕 ‐制〔去〕 （を）犯せるを責む。故に、其（の）度（を）聴（か） （す） 〔不〕 。若（くは） 、正す










百日（の）苦使（せ）は〔者〕 、其（の）外‐配するか為に、更に苦使せ（す） 〔不〕 〔也〕 。若（くは 、前
サ
に二百日苦
使（に）犯し、其（の）役 畢ら（す） 〔未〕は〔者〕 、便
ス


































_ 充、及（ひ） 、受（け）たる〔之〕人は各、違令（の） 〔之〕罪に當
タる。 ［
　　　　
］僧尼の財‐物（を）
畜（へ）たる、法を［
　　　
］　
其の物は皆、没‐官す（へ） 〔須〕し】 ［
　
］僧尼も、輙く受（くる）こと得不
し
凡（そ）僧尼、身を焚
ヤ
き、身を捨（つる）こと得不
し
。若（くは）違へらむ
　
及（ひ） 、所〔平〕由〔上〕の者
人
は並（ひ）
に、律に依 りて）科〔平〕断〔平〕せ令巻
　
第三
　　　
』三六紙︵三八頁︶
　　
正平十七年五月十五日以家説」授愚息左尉明保了於累家本」
　　
［
　　
］都在之先以餘本授而已」六判事坂上大宿袮
　
花押」
　　　
﹄三七紙︵三九頁︶
令義解譯文稿69
